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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　Although several synthetic hormones　have been used for　the promotion of fruit setting
and subsequent growth, it is well known that the physiological disorders such as virus-like
leaves･mis-shapen and puffy fruitS; nasty of leaves and stem, and callus formation occur
very often.
　It is　the　purpose　here　to　ｅχamine　the　relationships between　the occurrence of those
functional disorders by the application of hormones and thier structure.
　The following hormones　were used in　the experiment by　the methods of leaf spray or
soaking　flowers. 2, 4, 5-trichlorophenoxy acetic acid, 2, 4-clichlorophenoχｙ acetic acid,
/>-chlorophenoxy　acetic　acid; 2-methyl-4-chlorophenoxy acetic　acid, 2-hydroxymethYl-4-
chlorophenoxy acetic acid, phenoxy acetic ･acid, phenyl acetic acid, α-naphthalene acetic
acid,β-naphthoxy acetic acid.
　The results are as follows.
　(1)lt was shown that phenoχｙ compounds　induced more sever virus-like leaves, callus
formation and nasty of stem and leaves　than phenyl) naphthyl and naphthoxy compounds;
and that　those　disorders were reduced　with　decrease　in number　of　chlorine　conjugated
with benzene ring, but chemicals group conjugated at the Ｃ－2position affected the occur-
rence of their disorders.
　At present　2 -hydroxymethyト4-ch】orophenoxy acetic　acid　is better　among　the phenoxy
compounds for the prevention of these functional disorders.
　(2) Except for phenyl acetic acid and phenoxy acetic acid, the other compounds cotnletely
induced　the　setting　of　fruits･but　of　these　compounds戸-chlorophenoxy　acetic　acid･
2-hydroxymethyl-4-chlorophenoχｙ acetic acid and　β-ｎａｐｈthoχｙacetic acid stimulated fruit
growth. It seems that the fruit setting　depends upon the retardation of flower abscission
due to the prevention of development of abscission layer.
　(3) Fruit growth was more promoted with戸-chlorophenoxy acetic acid and β-naphthoχy
acetic　acid　than　with　2 -hydroxymethyト4-chlorophenoχｙ acetic acid, but　the　puffy fruit
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was more induced in the following descending order･β-naphthoxy acetic acid<2-hydroxy°
methyl-4-chloropheiioxy acetic acidく'*-chlorophenoxy acetic acid.
　(4) Addition of RNA or uracil to 6-chlorophenoχy acetic acid ａｎｄβ-naphthoxy acetic
acid solution respectively promoted the fruit growth and decrea:sed'the occurrence　of
virus-likeleaves. while addition of thiamine or (i-pantothenic acid calcium saltstrengthened
the occurrence of this disorder.
　(5) It was shown that the compounds effectivefor fruit growth induced no or less avena
coleoptile section　growth. Consequently it appears that physiological base of fruit growth
and elongation of avena section is more or less different.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．ま　え　が　き
　トマトの結実肥大を促巡するためにホルモンが広く利用されている。(1･2ふリ･1oグ･1リリリs)
　ところが次のような発育障害がみられ,これら障害の発生しないホルモンの開発が望まれている。
　(1)ウィルス症状薬の発生およびそれに伴う生育・結実の不良(7･15)
　(2)奇形果および空胴果の発生(リ,8,1リ3,自
　(3)茎葉の屈曲およびカルスの形成(1リo･19
　しかしこれら発育障害の発生かいままでに知られている主な合成ホルモンの構造とどんな関係に
あるのかよく知られていないし，わが国ではトマトの結実肥大に対し，どのような構造が望ましい
形態であるのかについてもよく解明されていないように思われる。
　以上｡の理由から発育障害の発生とホルモン構造との関係を2-4-5-trichlorophenoxy acetic acid
(2.4.5. T), 2-4-dichlorophenoxy acetic acid (2. 4-D), *-chlorophenoxy acetic acid CPCA),
2-methyl -4-chlorophenoxy acetic acid (MCP); 2-mydroxy-methyl-4-chlorophenoxv acetic
acid CMOCP), phenoxy acetic acid (POA), phenylacetic acid CPA),α-naphthalene acetic
acid (NAA),β-naphthoxy acetic acid (ＢＮＯＡ)を使用して検討するとともに補助物質を加え
てホルモンによる発育障害の発生の緩和あるいは除去についても実験を行なったのであわせて取告
したいと思う。
2｡材料および方法
　４月26日に福寿２号を15 cm 鉢にまき，発芽後１本立てとし生育せしめた。
　７月５日に各種ホルモンの　5 ppm溶液を葉面敞布して茎葉の屈曲，ウィルス症状葉の発生およ
びカルスの形成の有無を８月10日に訓査した。
　つぎに６月22日に福寿２号を18 cm鉢にまき，上の実験と同様にガラス室内にて生育せしめた。
　８月１日に第１花房，第１花の開花前日に除雄し, 100 ppm のホルモン溶液に花房を浸精し，30
日後にウィルス症状葉の発生の有無，結実率，肥大度，空胴果の発生などについて訓点を行なっ
た。各花房とも３花に摘苗した。
　第３実験としてうすいホルモン溶液に花を浸砧した場合の影響を調査した。すなわち，９月３日
まきの福寿２号を第２実験と同様に第１花房の第川川花前日に除雄し，２５ ppm のホルモン溶波に
花房全体を浸倣して，日月15日に収穫調査した。
　第４実験として添加物の発育障害の発生に及ぼす皆皆を９月30日まき柵寿２号を供試して行なっ
た。
　第１花房第１花の闘花前に除川し, PCAおよびＢＮＯＡの25 ppm 溶液にヴィタミンBI，パン
＊1.
＊2.
＊3.
不変
濃
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トテン酸カルシウム, RNAおよびウラシルを添加し，その濃度が100 ppm になるように調整した
混合液に第１花を浸積し，日月15日に収穫調査した。処理時第１花房を３花に摘花した。
　添加物質は次のような関係から選ばれた。最近の研究(10)によればホルモンは呼吸を促進し，核
酸代謝を活発にするここ･とか知られている。それで，発育異常が呼吸エネルギーの不足によるかも知
れないので呼吸を促進するヴィタミンB1およびパントテン酸を加えてエネルギーの確保によって
阻害できるかどうかを検討するためと，核酸代謝のこう進によって核酸の基質が不足するために発
育障害が発生するのかも知れないと考えてＲＮＡおよびウラシルを補給し，障害の発生を阻害でき
るかどうかを検討するためにそれぞれ選ばれた。
　ただ外部柿給によってどの程度吸収されるか不明であったので，なるべく目的に適合するように
ひかく的濃い100 ppm の濃度が使用された。この点はしたがって再検討を要することかも知れない。
　第５実験として各種ホルモンのアベナ伸長反応と果実肥大能力との関係を明らかにするために各
種ホルモンの濃度とアベナ伸長量との関係を調査した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ．結　　　果
（1）ホルモンの葉而散布による発育障害の発生とホルモン構造との関係
　　　　　　　第１表　ホルモンの葉面散布による発育障害の発生とホルモン構造との関係
戸-clilorophenoxy
　　acetic acid
　PCA
(4CPA)
CI(二⊃―OCH.COOH 士 佃 7.0 6.0 濃 -
Phenoxy acetic acid POA こOCH.COOH - 土*3 ０ ０ 不変 -
Phenyl aceticacid PA こCH.COOH - - ０ ０ 不変 -
n-naphthalene acetic acid NAA
ﾐ]]]]ﾀﾞ
ｰCH.COOH
- - ０ ０ 濃 -
β-naphthoxy acetic acid
2-methyl-4-phenoxy
　aceticacid
　NOXA
(ＢＮＯＡ)
MCP
匹OCH.COOH
CI⊂二〉― OCH.COOH
　cir,
-
＋
士＊3
＋
8.5
8.5
1.5
1.0
2-liyclroxy methyl-
　　4-chlorophenoxy
　　acetic acid
ivrocp clC二二〉― OCII.COOII
　CH.OII
- - ０ ０ 淡 -
４月26日福寿２号．７月５日5 ppm の濃度で葉面散布．８月10日に調査．
一皆無，士微量，十少量，升中量，併多量，Ｈ甚多量
葉のふちにきれこみが後に回復する．
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　第１表に葉面散布の影響を示した。
　茎槃の屈曲は2.4.5Tが最もひどく，ついで2.4-D, MCP, PCAの順に少なくなり, POA,
ＭＯＣＰ，ＰＡ，ＮＡＡ，ＢＮＯＡにはみられなかった。
　カルスの形成もほとんど上｡のホルモン順序と同じ傾向で, 2.4.5-Tおよび2.4-Dにのみ強い形
成をみとめた。
　以上から茎葉の屈曲およびカルスの形成は　pheno芦ｙ系ホルモンに強く, naphthalene　および
naphthoxy系に少ない。
　さらにphenoxy系でも塩素数の多いものほどそれらの発生が多いように思われるし, MCPお
よびＭＯＣＰのように塩素の外に他の物質が結合すると，強めたりあるいは緩和したりするように
なると思われる。
　つぎにウィルス症状葉の発生は2.4-DおよびＰＣＡがもっとも早くから現われ，発生葉数も多
い。ついで2.4.5-T, MCPの順に弱くなり, NAA, MOCPではみられなかった。
　ただＰＯＡおよび･ＢＮＯＡには葉のふちにきれこみが入る葉が現われ，まもなく回復した。
　以上をとおしてウィルス症状葉の発生は　phenoxy系やnaphthoxy系の置換体では発生しやす
い。すなわち核と酢酸の問に酸素か入った-Ｏ一結合でみられるように思う。　この場合でも核に塩
素以外の物質か適当に紡合していると発生しにくくなるように思われる。
　最後に葉色についてみると，一般にホルモン散布によって濃くなる傾向がみられたが, MOCP
のみは逆に薄くなった。
　(2)ホルモンの花房処理による生育および果実の発育障害の発生とホルモン構造との関係
　第１花房浸祐処理に伴う障害発生の訓査結果は第２表，第1 121のとおりである。
　カルスの発生は第１実験と同様に2.4.5-Tおよび2.4-Dにはもちろんみられたが, MCPに
もみられた。 PCA, ＭＯＣＰにはみられなかったから核の(2)の位置の結合物によって作用が左右さ
れている。
　ウィルス症状葉の発生は第１実験の結果と同様であった。ただ発生葉数がひじょうに多く，花房
からホルモンが生長点に移行していることが示された。
　結実はＰＯＡおよびＰＡを除き，ひじょうによい結果を示したが，この濃度ではPCA, BNOA
の肥大促進が顕著で，ついでＭＯＣＰで，他のホルモンでは著しく劣った。
　したがって結実と肥大とは一致していない。第１図にみられるようにＮＡＡではひじょう離層
???
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第１図　第１花房のホルモン処理による影響
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第２表　ホルモンの花房処理による生育および果実発育障害の発生とホルモン構造との関係
化　　学　　名
-
略　号 構　　造　　式
カルス
発　生
ウイルス症
状葉発生
　　　　*5
結実率
　　　＊6
肥大度
　　cm
空胴化
　率％ 備　考
程度
発生
節位
2. 4.5-trichloro-
　　phenoxy
　　acetic acid
2.4. 5-T
CJ　、
clC二二)－ocHcooH
　　Cl
冊 升 14.5 100 1.82 -
果実えそ
発生花梗えそ発生
2. 4-dichlorophenoχy
　　acefic acid
2.4-D CI(二〉― OCH.COOH
　Cl
十 Ｈ 12.5 100 0.70 -
/>-chloropbenoχｙ
　　acetic acid
Phenoxy acetic acid
Phenyl acetic acid
　　PCA
(４ＣＰＡ)
'ＰＯＡ
PA
NAA
ｃｐＣ二二~＼―OCH.COOH
こOCH.COOH
こCH.COOH
日
CH,COOH
升
土＊3
14.0
18.0
０
０
100
25
０
100
5.00
0.30
-
0.85
β-naphthoxy
　　acetic acid
NOXA
(BNOA)
匹OCH.COOH
- 土*3 19.5 100 5.42 10.0
空胴程度
は少ない
2-methyl-4-chloro-
　忿回‰ MCP CIごOCH.COOH
　CH,
＋ ＋ 18.5 100 0.25 -
2-hydroxymethyに
　　4-chlorophenoxy
　　acetic acid
MOCP clC二〉― OCH.COOH
　CH.OH
- －*4 ０ 100 4.38 15.0
*1. 6月22日まき福寿２号，８月１日第１花房除雄後ホルモン100 ppm液に浸積，30日後に調査．
＊２．一皆無，土微量，十少量，朴中ｍ，併多量，附甚多量．
＊３．葉のふちにきれこみ多いが後に回復した．
＊４．葉色うすい．
＊５．結実果数に対する処理果数の比率．
＊６．調査日の果実の横経をもって示した．
＊７．空胴米数に対する処理果数の比率．
部の肥厚が顕著で強固になっているが，果実の肥大は劣っている。同様のことが2｡4-D, MCPで
みられる。
　つぎに肥大した果実について空胴果の発生をみると，ＢＮＯＡが少なく, MOCP, PCAの順に
多くなっている。
　（3）ホルモンの花房処理による開花・結実とホルモン構造との関係
　25 ppm のホルモン溶液による浸積処理の結果は第３表のとおりで，ウィルス症状葉の発生は第
１，２実験の結果と同様である。
　開花日は第２，第３花房となるにつれて，ウィルス症状葉発生程度の著しい2.4-Dでは遅れた
が，逆にＰＣＡでは促進される傾向がみられた。
　25 ppm 処理では果実の肥大はＰＣＡが顕著でついでＢＮＯＡ，ＭＯＣＰの順に劣った。
　空胴果の発生は第２実験と同様にＢＮＯＡが少なく，ＭＯＣＰ，ＰＣＡの順に多くなる傾向がみら
れた。
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第３表　ホルモンの花房処理による開花・結実に及ぼす影響とホルモン構造との関係
；2.4-dichlorophenoxy
　　acetic acid
2.4-D clC二⊃I―OCH.COOH
　Cl
併 12.5
10月、
　20□
11月
1.0日
11月
15.0日
０ -
A-chlorophenoχy
　　aceticacid
　　PCA
(4CPA)
CI(二〉I― OCH.COOH 升 19.0
10月
　20日
10月
30.6日
11月
　6. 8 0
58.2 22.8
2-hyclroxymethy】－
　忿洽回六゜゛ MOCP CI(二〉^OCII.COOH
　CH,OH
- -
10月
　20日
10月
31.2日
11月
9.5日
28.7 18.5
α一naphthalene
　　acetic acid
NAA
匹
CH.COOH
- -
10月
　20日
10月
31.5日
11月
9.0日
０ --
S-naphthoxy
　　acetic acid
NOXA
(ＢＮＯＡ)
〔二〔::〕,OCH,COOH
土*3 20.4
10月
　20日
10月
31.0日
11月
9.0日
48.8 6.5
＊１．　９月31ﾖまき福寿２号，花房の第１花開花前|ﾖ除雄，25 ppn! のホルモン液に花房を浸砧処理．
　11月15日に収穫調査．
＊２．一皆無，士微豆k，十少量，ヽ什巾量，併多量．
*3. mのふちにきれこみが多いか後に回復した．
＊４．無処JJil果の平均果実重16. 7 g
＊５．空胴化率は空胴果に対する結実果の比率
　(41　ホルモン処?1に伴う発育障害の発生に及ぼす補助物質の影響
　ヴィタミンB1，パントテン酸, RNA,ウラシルをＰＣＡおよびＢＮＯＡにそれぞれ加えた混合
液に第１花房を浸積した結果は第４表のとおりである。　　　　　　，
　ＢＮＯＡにくらべＰＣＡにおいてウィルス症状葉の発生が著しいことは第1,2,3実験と同様で
あるが，各ホルモン区ともヴィタミンBIおよびパントテン酸を添加されたことによってーそうウ
　　　　　　　　第４表。ホルモン処理に伴なう発育障害の発生に及ぼす添加物貨の影響
ホルモンの種矧 添　加　物　質
ウィルス症状葉発生
程　　度　｜　発　生　節　位
平　均　果　ｍ
(第２花房第１果)
　　　　　　　　ｇ
)!)-chlorophenoχy
　　acetic acid
無　　　　添　　　　加
チアミ　ン塩酸塩
パントテン酸カルシウム
RNA
ウ　　　ラ　　　シ　　ル
升
併
冊ﾄ
士
＋
19.0
17.5
18.0
20.0
19.6
58.2
48.4
41.0
71.0
63.5
β-naphthoxy*3
　acetic acid
無　　　　添　　　　加
チアミン塩酸塩
パントテン酸カルシウム
RNA
ウ　　　ラ　　　シ　　ル
士
÷
十
一
－
20.4
19.0
19.4
21.2
20.8
48.8
49.0
35.0
62.4
55.8
*1. 9月３日まき福寿２号，花房の第１花開花前日に除雄，
　添に加物質100 ppm を混用して使用，11月15日に収税凋査．
＊２．一皆無，士微量，十少量，丑中量．
*3. mのふちにきれこみが多いが後に回復した．
ホルモンに浸砧，ホルモンに25 ppm
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イルス症状葉の発生がひどくなった。逆にＲＮＡおよびウラシルの添加はこの傾向を弱めることが
みられた。
　果実の肥大についてみると，ヴィタミン添加区ではホルモンのみの処理区より肥大が抑制されて
いた。しかし核酸添加区ではホルモンのみの処理区より肥大が促進されていた。
　（5）アベナ子葉鞘の伸長に及ぼすホルモンの影響
　2.4-D, NAA, MCP, PCAおよびＭＯＣＰの
アベナ子葉鞘の伸長に及ぼす影響を調査した結果は
第２図のとおりで, 2.4-D, NAAでは1 ppm の
濃度で, MCPでは5 ppm の濃度でもっとも伸長
を促しているが，ＢＮＯＡおよびＭＯＣＰはその伸
長促進作用がほとんどなく，ＰＣＡも弱い。
　各ホルモンとも濃度が10 ppm をこえると伸長を
著しく抑制する傾向がみられる。
　　　　　　　4.考　　　察
　ホルモン類の細胞伸長，形態形成，果実の肥大
に及ぼす影響については，すでに多く紹介されてい
るｏ（1゛2゛3゛539joj1）　　　　　　　　　　　　　｀
　しかし生理障害発生の機構について研究されだも
のは少なく，これらの解明が望まれているし，これ
ら障害の発生しないホルモンの開発も望まれてい
る。
　トマトの場合ホルモンの利用は果実の肥大促進に
かかせない農作業の一つとなっているが，それによ
って誘発される空胴果の発生やウィルス症状葉の発
生が大きな障害となっている。
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第２図　Avena coleoptile section の伸長に
　及ぼす各種ホルモンの濃度の影響
　現在空胴果の発生防止のために処理方法や処理時の環境の影響について調査（4･s,1リ3･17J　が行な
われている。
　一方ウィルス症状葉の発生についてはただホルモン使用時の注意がきとして生長点にかけないよ
うにしるされているが，最近花房処理あるいは花房および葉而散布によって新たに発生してくる葉
にウィルス症状葉が現われることが明らかにされた口　のみで，いまだなぜ発生してくるのかにつ
いてはまったく不明で，今後の研究にまつところが大である。
　茎葉の屈曲，カルスの形成およびウィルス症状葉の発生とホルモン構造との関係は第1,2,3実
験からphenoxy系は発生しやすい。　しかしphenoxy系でも核に塩素結合の少ないものは発生が
少なくなる傾向にあるようであるし，〔2〕の位置に適当な化合物が附加されることによって一そう
緩和される傾向がみられる。本実験の範囲ではＭＯＣＰがこれら障害の発生が少ないように思われ
る。
　phenoxy声ルモンにくらべるとphenyl系, naphthyl系およびnaphthoxy系は前記の発育障
害が少なく，これらの発育障害防止にはこの方面のホルモン開発が望まれるし，これらホルモンの
利用がすすめられる。
　第２表にみられるとおり，ＰＡ，ＰＯＡを除いては供試したホルモン類すべてか結実を誘発してい
るが，それらがすべて肥大を促していない。
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　結実を高めるには落花を防止するための離眉の発達を阻害することが必要（19）で, NAA, MCP,
2.4-Dなど著しく離層部の結合を強めている順
　肥大の促進には，ＰＣＡ，ＢＮＯＡおよびＭＯＣＰが有効で，本実験の範囲ではＰＣＡとBNOA
がＭＯＣＰより肥大促進力は強いように思われた（第２，３表）。
　わが国ではＰＣＡはトマトトーンとして,ＭＯＣＰはトライロンとして市販されているが, BNOA
については2.4-Dとの混合物がトマトフィックスとして市販されているのみで，単独のものは使
用されていない。
　本実験からはＰＣＡとＢＮＯＡの混用がすすめられる。
　空胴果の発生率はＢＮＯＡがＰＣＡやMOCPのphenoxy系ホルモンより少ない（第２，３表）。･
　この結果はＡｕdｕs（l）が示している結果とほぽ一致している。
　Ｗａｉｎ（16）によるとＢＮＯＡとＰＣＡの混用が収量および品質の而からすすめられている。
　以上のようにホルモン利用によって多かれ少かれ空胴果の発生がみられるし，ウィルス症状葉の
発生もみられるのである。
　したがって現在のホルモンを使用している現状では第４表にみられる結果のように核酸の添加が
すすめられる。
　核酸の添加によって発育障害の発生か少なくなり，果実の肥大も促進されるのであるからひじょ
うに好ましい結果と考えられる。
　呼吸促進物質の添加によってますます障害が強まっていることはエネルギー不足に基づく異常代
謝の結果障害が発生するものでないように思われる。’
　かえって核酸の添加によって障害の発生か少なくなった事実は核酸代謝がホルモン利用によって
こう進して基質の不足が招来されて異常代謝となったのか，核駿代謝そのものが異常になったのか
して障害が発生してくるのであろうと考えられる。
　果実の肥大に核酸添加がよかったことは肥大磯構に核酸代謝が含まれていると考えられよう。
　果実の肥大促逆効果のないホルモン類はすべてアベナ子葉鞘の伸長を低濃度で著しく促進してい
る。
　アベナ子葉鞘の伸長はほとんど細胞の伸長によると考えられるから果実の肥大にただ細胞の伸長
だけが含まれているのでないことか暗示される。
　肥大促進に有効なＰＣＡ，ＢＮＯＡ，ＭＯＣＰはアベナ葉鞘の伸長力が弱い上に肥大のために利用
されている濃度は相当にこいので細胞仲長時の代謝系のみの作用によるものでなく，子房発育に有
効な核酸代謝系の活発化が考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.摘　　　要
　トマト果実の結実肥大を促進するためにホルモン類が利用されているが，ウィルス症状葉の発
生,奇形果や空胴果の発生,茎葉の屈曲およびカルス形成などの発育障害の発生に悩まされている。
　しかしホルモン類の構造とこれら障害発生との関係について研究されたものが少ないので実験を
行なって次の結果をえた。
　（1）ホルモンの葉而散布および花房浸積処理の結果からphenoxy系, phenyl系, naphthyl系
およびnaphthoxy系よりウィルス症状葉の発生，カルスの形成，茎葉の屈曲などを誘発すること
が明らかにされた。
　Ｐｈｅｎｏｘｙ系ホルモン類のうちでは核に結合する塩素数の減少するにつれて障害は少なくなるが，
核の〔2〕の位置に附加される化合物によって障害発生の程度は影響をうけ，現在のホルモン類の中
ではＭＯＣＰが障害を誘発することか少ないように思われた。
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　【2】POA, PAは結実を誘起する作用はないか，他のホルモン類は完全に結実を招来する。
　しかしこれらホルモン類のうちで果実の肥大を促進したものはＰＣＡ,ＭＯＣＰおよびＢＮＯＡの
みで，結実と肥大とは別の生理状態によるもののようである。
　結実は落花を防止する力，すなわち離層の発達を阻害する作用があれば十分のように思われた。
　（3）果実の肥大を促進する作用力はＰＣＡ，ＢＮＯＡが強く，ＭＯＣＰはやや劣るようである。
　また空胴果の発生はＢＮＯＡ処理果で少なく. PCAがやや多い傾向がみられた。ＭＯＣＰはそ
の中間であった。
　（４）ＢＮＯＡやＰＣＡのホルモン類にＲＮＡおよびウラシルを添加すると果実の肥大を促進する
のみでなく，ウィルス症状葉などの障害発生を減少した。逆にヴィタミンB1やパントテン酸カル
シウみを加えると著しく障害発生を助長するようである。
　（5）果実肥大に有効なＰＣＡ，ＭＯＣＰおよびＢＮＯＡはアベナ子葉鞘の伸長を促進する作用が
ほとんどないか，ひじょうに弱い。
　以上から果実肥大と伸長とはその生理機構に違いがみられる。
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